
(57)【要約】

【課題】シリンダヘッドとシリンダヘッドカバーとの間

の空間に開口する導入口からの新気をエンジン内に均一

に流すことができ、シリンダヘッド上から流れ込む大量

のオイルによるタイミングチェーンの回転フリクション

を抑制することができるシリンダヘッド構造を提供する

。

【解決手段】エンジン１の内部の換気に供されて該エン

ジンの下部から排出される新気を導入するための新気導

入口５１をシリンダヘッド１３とシリンダヘッドカバー

１４との間の空間１０に開口させる。エンジンの一側に

、空間に対し上端部が連通するチェーンケースを設ける

。そして、空間内において最もチェーンケース側に位置

するカムキャップ２３の反チェーンケース側面に堰５２

を設けるとともに、その堰の上端部に、新気導入口から

空間内に導入された新気のチェーンケース側への流量を

調整する絞り通路５３を形成している。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ン ジ ン の 内 部 の 換 気 に 供 さ れ て 該 エ ン ジ ン の 下 部 か ら 排 出 さ れ る 新 気 を 導 入 す る た め
の 導 入 口 が シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 に 開 口 す る シ リ ン ダ ヘ ッ
ド 構 造 に お い て 、
　 上 記 エ ン ジ ン の 一 側 に は 、 上 記 空 間 に 対 し 上 端 部 が 連 通 す る チ ェ ー ン ケ ー ス が 設 け ら れ
て お り 、
　 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 上 の チ ェ ー ン ケ ー ス 側 端 に は 、 上 記 空 間 内 の オ イ ル の チ ェ ー ン ケ ー
ス 側 へ の 流 出 を 堰 き 止 め る 堰 が 設 け ら れ て い る と と も に 、
　 そ の 堰 の 上 端 部 に は 、 上 記 導 入 口 か ら 空 間 内 に 導 入 さ れ た 新 気 の チ ェ ー ン ケ ー ス 側 へ の
流 量 を 調 整 す る 絞 り 通 路 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る シ リ ン ダ ヘ ッ ド 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｖ 型 エ ン ジ ン の 内 部 の 換 気 に 供 さ れ て 該 Ｖ 型 エ ン ジ ン の 一 方 の バ ン ク の シ リ ン ダ ヘ ッ ド
か ら 排 出 さ れ る 新 気 を 導 入 す る た め の 導 入 口 が そ の Ｖ 型 エ ン ジ ン の 他 方 の バ ン ク の シ リ ン
ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 に 開 口 す る シ リ ン ダ ヘ ッ ド 構 造 に お い て 、
　 上 記 Ｖ 型 エ ン ジ ン の 一 側 に は 、 そ の 両 バ ン ク の シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー
と の 間 の 空 間 に 対 し 上 端 部 が 連 通 す る チ ェ ー ン ケ ー ス が 設 け ら れ て お り 、
　 上 記 両 バ ン ク の シ リ ン ダ ヘ ッ ド 上 の チ ェ ー ン ケ ー ス 側 端 に は 、 そ の 両 バ ン ク の 空 間 内 の
オ イ ル の チ ェ ー ン ケ ー ス 側 へ の 流 出 を 堰 き 止 め る 堰 が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る と と も に 、
　 そ の 各 堰 の う ち 、 上 記 他 方 の バ ン ク 側 の 堰 の 上 端 部 に は 、 上 記 導 入 口 か ら 空 間 内 に 導 入
さ れ た 新 気 の チ ェ ー ン ケ ー ス 側 へ の 流 量 を 調 整 す る 絞 り 通 路 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る シ リ ン ダ ヘ ッ ド 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の シ リ ン ダ ヘ ッ ド 構 造 に お い て 、
　 堰 は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 内 に お い て 最 も チ ェ ー ン ケ
ー ス 側 に 位 置 す る カ ム キ ャ ッ プ に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る シ リ ン ダ ヘ ッ ド 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 直 列 型 エ ン ジ ン や Ｖ 型 エ ン ジ ン の 内 部 の 換 気 に 供 さ れ て 該 エ ン ジ ン 内 か ら 排
出 さ れ る 新 気 を 導 入 す る た め の 導 入 口 が シ リ ン ダ ヘ ッ ド に 設 け ら れ た シ リ ン ダ ヘ ッ ド 構 造
に 関 し 、 詳 し く は 、 導 入 口 か ら 導 入 さ れ た 新 気 を エ ン ジ ン 内 に 均 一 に 流 す こ と が で き る よ
う に す る 対 策 に 係 わ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 エ ン ジ ン の シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 に 新 気 を 導
入 す る た め の 導 入 口 を 設 け 、 こ の 導 入 口 か ら 導 入 さ れ た 新 気 を エ ン ジ ン 下 部 に 導 く こ と に
よ っ て 、 そ の エ ン ジ ン 下 部 の ク ラ ン ク ケ ー ス 内 か ら 放 出 さ れ る ブ ロ ー バ イ ガ ス の 濃 度 を 低
減 し つ つ 上 記 空 間 に 開 口 す る 排 気 口 よ り 排 出 す る よ う に し た も の は 知 ら れ て い る （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 こ の も の に お い て は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 に
対 し 上 端 部 が 連 通 す る チ ェ ー ン ケ ー ス を エ ン ジ ン の 一 側 に 設 け 、 そ の チ ェ ー ン ケ ー ス 内 の
カ ム ス プ ロ ケ ッ ト に フ ィ ン を 設 け る こ と に よ っ て 、 エ ン ジ ン 一 側 寄 り の 導 入 口 か ら 導 入 さ
れ た 空 間 内 の 新 気 の 流 れ を 、 エ ン ジ ン 他 側 寄 り の 排 気 口 に 導 く こ と な く 積 極 的 に チ ェ ー ン
ケ ー ス 側 に 導 く よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ ２ ６ ５ ２ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 と こ ろ が 、 上 記 従 来 の も の で は 、 チ ェ ー ン ケ ー ス 内 の カ ム ス プ ロ ケ ッ ト の フ ィ ン に よ っ
て 、 導 入 口 か ら 導 入 さ れ た 新 気 の 流 れ の 大 半 が チ ェ ー ン ケ ー ス 側 （ エ ン ジ ン の 一 側 ） に 導
か れ る た め 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 内 で 新 気 が 満 遍 な く 導
か れ ず 、 新 気 が エ ン ジ ン 下 部 に 十 分 に 導 か れ な い た め に 、 導 入 口 か ら の 新 気 を エ ン ジ ン 内
に 均 一 に 流 す こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド お よ び シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク に は 、 オ イ ル を オ イ ル パ ン に 戻 す た め の
オ イ ル 戻 し 孔 が 該 シ リ ン ダ ヘ ッ ド お よ び シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク を 上 下 方 向 に 貫 通 し て 設 け ら れ
て い る も の の 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 に チ ェ ー ン ケ ー ス の
上 端 部 が 連 通 し て い る た め に 、 そ の 空 間 内 に お い て カ ム シ ャ フ ト な ど の 潤 滑 に 供 さ れ た オ
イ ル の 大 半 が 新 気 の 流 れ に 伴 っ て チ ェ ー ン ケ ー ス 側 へ 流 れ 込 み 易 い も の と な る 。 そ の た め
、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 上 か ら チ ェ ー ン ケ ー ス 内 に 流 れ 込 ん だ 大 量 の オ イ ル に よ っ て 、 チ ェ ー ン
の 回 転 フ リ ク シ ョ ン が 増 加 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 シ リ ン ダ
ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 に 開 口 す る 導 入 口 か ら の 新 気 を エ ン ジ ン 内 に
均 一 に 流 す こ と が で き 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 上 か ら 流 れ 込 む 大 量 の オ イ ル に よ る チ ェ ー ン ケ ー
ス 内 で の チ ェ ー ン の 回 転 フ リ ク シ ョ ン を 抑 制 す る こ と が で き る シ リ ン ダ ヘ ッ ド 構 造 を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 で は 、 エ ン ジ ン の 内 部 の 換 気 に 供 さ れ て 該 エ ン ジ ン の
下 部 か ら 排 出 さ れ る 新 気 を 導 入 す る た め の 導 入 口 が シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ
ー と の 間 の 空 間 に 開 口 す る シ リ ン ダ ヘ ッ ド 構 造 を 前 提 と し 、 上 記 エ ン ジ ン の 一 側 に 、 上 記
空 間 に 対 し 上 端 部 が 連 通 す る チ ェ ー ン ケ ー ス を 設 け て い る 。 そ し て 、 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド
上 の チ ェ ー ン ケ ー ス 側 端 に 、 上 記 空 間 内 の オ イ ル の チ ェ ー ン ケ ー ス 側 へ の 流 出 を 堰 き 止 め
る 堰 を 設 け る と と も に 、 そ の 堰 の 上 端 部 に 、 上 記 導 入 口 か ら 空 間 内 に 導 入 さ れ た 新 気 の チ
ェ ー ン ケ ー ス 側 へ の 流 量 を 調 整 す る 絞 り 通 路 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 特 定 事 項 に よ り 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 内 に 導 入 口
か ら 導 入 さ れ た 新 気 は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 上 の チ ェ ー ン ケ ー ス 側 端 に お け る 堰 の 上 端 部 の 絞
り 通 路 に よ っ て 、 チ ェ ー ン ケ ー ス 側 へ の 流 量 が 調 整 さ れ る こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 新 気
の 流 れ の 大 半 が チ ェ ー ン ケ ー ス 側 に 導 か れ る こ と が な く な っ て 円 滑 に チ ュ ー ニ ン グ さ れ る
こ と に な り 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 内 に 導 入 さ れ た 新 気 が
エ ン ジ ン 下 部 に 十 分 に 導 か れ 、 導 入 口 か ら の 新 気 を エ ン ジ ン 内 に 均 一 に 流 す こ と が 可 能 と
な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か も 、 導 入 口 か ら の 新 気 が シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 内 で
均 一 に 流 れ る こ と に よ り 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー 内 に 満 遍 な く 新 気 が 導 か れ て 、 冷 間 時 な
ど に シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー 内 面 に お い て 結 露 が 発 生 し 難 く な り 、 結 露 （ 凝 縮 水 ） と Ｎ Ｏ ｘ
と の 反 応 に よ る 硝 酸 の 生 成 も 抑 制 さ れ て 、 オ イ ル 内 へ の 硝 酸 の 混 入 も 抑 え ら れ 、 オ イ ル の
寿 命 を 効 率 よ く 延 ば す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 更 に 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 内 に お い て カ ム シ ャ フ ト な
ど の 潤 滑 に 供 さ れ た オ イ ル の 大 半 は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 上 の チ ェ ー ン ケ ー ス 側 端 の 堰 に よ っ
て チ ェ ー ン ケ ー ス 側 へ 流 れ 込 む こ と な く 確 実 に 堰 き 止 め ら れ て 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド お よ び シ
リ ン ダ ヘ ッ ド を 上 下 方 向 に 貫 通 す る オ イ ル 戻 し 孔 を 介 し て オ イ ル パ ン に 戻 さ れ る こ と に な
り 、 チ ェ ー ン ケ ー ス 内 で の 大 量 の オ イ ル に よ る チ ェ ー ン の 回 転 フ リ ク シ ョ ン を 低 減 さ せ る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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  ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 で は 、 Ｖ 型 エ ン ジ ン 固 有 の 構 成 に お い て も 言 及
し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 つ ま り 、 Ｖ 型 エ ン ジ ン の 内 部 の 換 気 に 供 さ れ て 該 Ｖ 型 エ ン ジ ン の 一 方 の バ ン ク の シ リ ン
ダ ヘ ッ ド か ら 排 出 さ れ る 新 気 を 導 入 す る た め の 導 入 口 が そ の Ｖ 型 エ ン ジ ン の 他 方 の バ ン ク
の シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 に 開 口 す る シ リ ン ダ ヘ ッ ド 構 造 を
前 提 と し 、 上 記 Ｖ 型 エ ン ジ ン の 一 側 に 、 そ の 両 バ ン ク の シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド
カ バ ー と の 間 の 空 間 に 対 し 上 端 部 が 連 通 す る チ ェ ー ン ケ ー ス を 設 け る 。 そ し て 、 上 記 両 バ
ン ク の シ リ ン ダ ヘ ッ ド 上 の チ ェ ー ン ケ ー ス 側 端 に 、 そ の 両 バ ン ク の 空 間 内 の オ イ ル の チ ェ
ー ン ケ ー ス 側 へ の 流 出 を 堰 き 止 め る 堰 を そ れ ぞ れ 設 け る と と も に 、 そ の 各 堰 の う ち 、 上 記
他 方 の バ ン ク 側 の 堰 の 上 端 部 に 、 上 記 導 入 口 か ら 空 間 内 に 導 入 さ れ た 新 気 の チ ェ ー ン ケ ー
ス 側 へ の 流 量 を 調 整 す る 絞 り 通 路 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 特 定 事 項 に お い て も 、 Ｖ 型 エ ン ジ ン の 他 方 の バ ン ク の シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ
ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 内 に 導 入 口 か ら 導 入 さ れ た 新 気 は 、 そ の 空 間 内 の チ ェ ー ン ケ ー ス
側 端 に お け る 堰 の 上 端 部 の 絞 り 通 路 に よ っ て 、 チ ェ ー ン ケ ー ス 側 へ の 流 量 が 調 整 さ れ る こ
と に な る 。 こ れ に よ り 、 新 気 の 流 れ の 大 半 が チ ェ ー ン ケ ー ス を 介 し て 一 方 の バ ン ク の シ リ
ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 か ら 排 出 さ れ る こ と が な く な っ て 円 滑 に
チ ュ ー ニ ン グ さ れ る こ と に な り 、 Ｖ 型 エ ン ジ ン の 他 側 の バ ン ク の シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン
ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 か ら の 新 気 が Ｖ 型 エ ン ジ ン の 下 部 に 十 分 に 導 か れ 、 導 入 口 か
ら の 新 気 を Ｖ 型 エ ン ジ ン 内 に 均 一 に 流 す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 各 バ ン ク の シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 内 に お い て カ ム
シ ャ フ ト な ど の 潤 滑 に 供 さ れ た オ イ ル の 大 半 は 、 各 バ ン ク の シ リ ン ダ ヘ ッ ド 上 の チ ェ ー ン
ケ ー ス 側 端 の 堰 に よ っ て チ ェ ー ン ケ ー ス 側 へ 流 れ 込 む こ と な く 確 実 に 堰 き 止 め ら れ て 、 各
バ ン ク の シ リ ン ダ ヘ ッ ド 上 の オ イ ル 戻 し 孔 を 介 し て オ イ ル パ ン に 戻 さ れ る こ と に な り 、 チ
ェ ー ン ケ ー ス 内 で の 大 量 の オ イ ル に よ る チ ェ ー ン の 回 転 フ リ ク シ ョ ン を 低 減 さ せ る こ と が
可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 特 に 、 堰 を 特 定 す る も の と し て 、 以 下 の 構 成 が 掲 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 つ ま り 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー と の 間 の 空 間 内 に お い て 最 も チ ェ ー ン
ケ ー ス 側 に 位 置 す る カ ム キ ャ ッ プ に 堰 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 特 定 事 項 に よ り 、 カ ム キ ャ ッ プ を 利 用 し て 堰 が 形 成 さ れ る こ と に な り 、 新 た に 形 成
す る 場 合 に 比 し て 安 価 に 堰 を 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 、 要 す る に 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド 上 の チ ェ ー ン ケ ー ス 側 端 に 堰 を 設 け 、 そ の 堰 の 上 端 部
に 新 気 の 流 量 を 調 整 す る 絞 り 通 路 を 形 成 す る こ と で 、 チ ェ ー ン ケ ー ス 側 へ の 新 気 の 流 量 を
円 滑 に チ ュ ー ニ ン グ し 、 導 入 口 か ら の 新 気 を エ ン ジ ン 内 に 均 一 に 流 す こ と が で き る 上 、 冷
間 時 な ど に シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー 内 面 で の 結 露 の 発 生 を 抑 え て Ｎ Ｏ ｘ と の 反 応 に よ る 硝 酸
の 生 成 も 抑 制 し 、 オ イ ル の 寿 命 を 効 率 よ く 延 ば す こ と が で き る 。 更 に 、 チ ェ ー ン ケ ー ス 側
へ の オ イ ル の 流 れ 込 み を 確 実 に 堰 き 止 め 、 チ ェ ー ン ケ ー ス 内 で の 大 量 の オ イ ル に よ る チ ェ
ー ン の 回 転 フ リ ク シ ョ ン を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-71040 A 2007.3.22



　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 わ る シ リ ン ダ ヘ ッ ド 構 造 を 適 用 し た Ｄ Ｏ Ｈ Ｃ タ イ プ の 直
列 ４ 気 筒 エ ン ジ ン １ を ク ラ ン ク シ ャ フ ト １ １ の 軸 心 と 直 行 す る 側 方 か ら 見 て 一 部 切 り 欠 い
た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  図 １ に 示 す よ う に 、 直 列 ４ 気 筒 エ ン ジ ン １ （ 以 下 、 単 に エ ン ジ ン と 称 す る ） は 、 シ リ ン
ダ ブ ロ ッ ク １ ２ の 上 側 に 配 設 さ れ た シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ を 備 え て い る 。 こ の シ リ ン ダ ヘ ッ
ド １ ３ の 上 側 に は シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー １ ４ が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク
１ ２ の 下 端 部 に は 、 オ イ ル パ ン １ ５ が 配 設 さ れ て い る と と も に 、 上 記 ク ラ ン ク シ ャ フ ト １
１ が 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー
１ ４ と の 間 に 空 間 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ 上 に は 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト １ １ の 軸 線 方 向
所 定 間 隔 置 き に 吸 気 用 カ ム シ ャ フ ト ２ １ お よ び 排 気 用 カ ム シ ャ フ ト ２ ２ を 下 側 か ら そ れ ぞ
れ 支 持 す る 略 半 円 弧 状 の 軸 受 け 部 １ ３ ａ （ 図 ２ 参 照 ） が 設 け ら れ 、 こ の 各 軸 受 け 部 １ ３ ａ
に は 、 吸 気 用 カ ム シ ャ フ ト ２ １ お よ び 排 気 用 カ ム シ ャ フ ト ２ ２ を 上 側 か ら そ れ ぞ れ 個 別 に
支 持 す る 略 半 円 弧 状 の 軸 受 け 部 ２ ３ ａ を 有 す る カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ が 一 対 の ボ ル ト ２ ４ ， ２
４ に よ り 締 結 さ れ て い る 。 そ し て 、 吸 気 用 カ ム シ ャ フ ト ２ １ お よ び 排 気 用 カ ム シ ャ フ ト ２
２ は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ の 各 軸 受 け 部 １ ３ ａ と 各 カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ の 軸 受 け 部 ２ ３ ａ と
に ベ ア リ ン グ を 介 し て そ れ ぞ れ 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 な お 、 図 ２ 中 ２ １ ａ は 吸 気 用
カ ム 、 ２ ２ ａ は 排 気 用 カ ム で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 上 記 エ ン ジ ン １ の 一 側 （ 図 １ で は 左 側 ） に は 、 チ ェ ー ン ケ ー
ス ３ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の チ ェ ー ン ケ ー ス ３ は 、 そ の 上 端 部 が 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド
１ ３ と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー １ ４ と の 間 の 空 間 １ ０ （ 以 下 、 単 に 空 間 と 称 す る ） の 一 側 に
連 通 し て い る と と も に 、 下 端 部 が シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ２ の 下 部 に 連 通 し て い る 。 上 記 チ ェ
ー ン ケ ー ス ３ 内 に は 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ２ の 一 側 よ り 突 出 す る ク ラ ン ク シ ャ フ ト １ １ の
先 端 に 回 転 一 体 に 連 結 さ れ た ク ラ ン ク ス プ ロ ケ ッ ト ３ １ と 、 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ の 一
側 よ り 突 出 す る 吸 気 用 カ ム シ ャ フ ト ２ １ お よ び 排 気 用 カ ム シ ャ フ ト ２ ２ の 先 端 に そ れ ぞ れ
回 転 一 体 に 連 結 さ れ た カ ム ス プ ロ ケ ッ ト ３ ２ （ 図 １ で は 吸 気 用 の カ ム ス プ ロ ケ ッ ト の み 示
す ） と 、 上 記 ク ラ ン ク ス プ ロ ケ ッ ト ３ １ お よ び 各 カ ム ス プ ロ ケ ッ ト ３ ２ と に 巻 き 掛 け ら れ
た タ イ ミ ン グ チ ェ ー ン ３ ３ と が 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
  そ し て 、 エ ン ジ ン １ は 、 シ リ ン ダ の 内 面 と ピ ス ト ン の 外 面 と の 隙 間 か ら ク ラ ン ク 室 内 に
吹 き 抜 け た ブ ロ ー バ イ ガ ス を 吸 気 系 に 導 く ブ ロ ー バ イ ガ ス 還 元 装 置 ４ （ 以 下 、 Ｐ Ｃ Ｖ （ Po
sitive Crankcase Ventilation） 装 置 と い う ） を 備 え て い る 。 こ の Ｐ Ｃ Ｖ 装 置 ４ は 、 シ リ
ン ダ ブ ロ ッ ク １ ２ の 側 面 に 配 置 さ れ た オ イ ル セ パ レ ー タ ４ １ を 備 え て い る 。 ま た 、 こ の オ
イ ル セ パ レ ー タ ４ １ は 、 セ パ レ ー タ ケ ー ス ４ ２ 、 こ の セ パ レ ー タ ケ ー ス ４ ２ に そ れ ぞ れ 接
続 さ れ る ブ ロ ー バ イ ガ ス 導 入 ホ ー ス ４ ３ 、 オ イ ル 排 出 ホ ー ス 、 ブ ロ ー バ イ ガ ス 排 出 ホ ー ス
４ ５ を 備 え て い る 。 以 下 、 そ れ ぞ れ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 セ パ レ ー タ ケ ー ス ４ ２ は 、 ブ ロ ー バ イ ガ ス 導 入 ホ ー ス ４ ３ に よ っ て シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １
２ 下 部 の ク ラ ン ク 室 よ り 抜 き 出 さ れ た ブ ロ ー バ イ ガ ス か ら オ イ ル ミ ス ト を 分 離 す る た め の
も の で あ っ て 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ２ の 側 面 に ボ ル ト 止 め 等 の 手 段 に よ っ て 取 り 付 け ら れ
て い る 。 こ の セ パ レ ー タ ケ ー ス ４ ２ に は ブ ロ ー バ イ ガ ス 導 入 ホ ー ス ４ ３ の 下 流 端 が 接 続 さ
れ て い る 。 そ し て 、 ブ ロ ー バ イ ガ ス 導 入 ホ ー ス ４ ３ の 上 流 端 は 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ２ 下
部 の ク ラ ン ク 室 に 開 口 し て い て 、 ク ラ ン ク 室 内 に 吹 き 抜 け た ブ ロ ー バ イ ガ ス を 抜 き 出 し て
セ パ レ ー タ ケ ー ス ４ ２ 内 に 導 入 す る よ う に な さ れ て い る 。 ま た 、 セ パ レ ー タ ケ ー ス ４ ２ に
は オ イ ル 排 出 ホ ー ス が 接 続 さ れ 、 こ の オ イ ル 排 出 ホ ー ス を 介 し て セ パ レ ー タ ケ ー ス ４ ２ 内
で 分 離 さ れ た オ イ ル が オ イ ル パ ン １ ５ に 戻 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 ブ ロ ー バ イ ガ ス 排 出 ホ ー ス ４ ５ は 、 上 記 セ パ レ ー タ ケ ー ス ４ ２ に お い て オ イ ル が 分 離 除
去 さ れ た 後 の ブ ロ ー バ イ ガ ス を 吸 気 系 に 導 く た め の 配 管 で あ っ て 、 下 流 端 が サ ー ジ タ ン ク
に 接 続 さ れ 、 ブ ロ ー バ イ ガ ス を 、 サ ー ジ タ ン ク を 介 し て エ ン ジ ン １ の 吸 気 系 に 戻 す よ う に
し て い る 。 ま た 、 こ の ブ ロ ー バ イ ガ ス 排 出 ホ ー ス ４ ５ の 上 流 端 部 に は Ｐ Ｃ Ｖ バ ル ブ ４ ６ が
設 け ら れ て い る 。 こ の Ｐ Ｃ Ｖ バ ル ブ ４ ６ が 吸 気 負 圧 等 に よ っ て 開 弁 す る こ と に よ り セ パ レ
ー タ ケ ー ス ４ ２ 内 の ブ ロ ー バ イ ガ ス が ブ ロ ー バ イ ガ ス 排 出 ホ ー ス ４ ５ に 流 出 さ れ て サ ー ジ
タ ン ク に 導 入 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー １ ４ に は 、 エ ン ジ ン １ 内 の 換 気 に 供 さ れ る 新 気 を 導
入 す る 導 入 口 と し て の 新 気 導 入 口 ５ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 新 気 導 入 口 ５ １ か ら 空 間 １
０ 内 に 導 入 さ れ た 新 気 は 、 上 記 ブ ロ ー バ イ ガ ス 導 入 ホ ー ス ４ ３ の 上 流 端 か ら ブ ロ ー バ イ ガ
ス と 共 に 排 出 さ れ 、 こ の ブ ロ ー バ イ ガ ス と 共 に 排 出 さ れ た 新 気 が セ パ レ ー タ ケ ー ス ４ ２ お
よ び ブ ロ ー バ イ ガ ス 排 出 ホ ー ス ４ ５ を 介 し て サ ー ジ タ ン ク に 導 入 さ れ る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ お よ び シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ２ に は 、 こ の シ リ ン ダ ヘ ッ ド
１ ３ お よ び シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ２ を 上 下 方 向 に 貫 通 す る 複 数 の オ イ ル 戻 し 孔 １ ６ ， １ ６ ，
… が 開 設 さ れ て い る 。 こ の 各 オ イ ル 戻 し 孔 １ ６ は 、 各 カ ム シ ャ フ ト ２ １ ， ２ ２ の 潤 滑 に 供
さ れ た オ イ ル を オ イ ル パ ン １ ５ に 戻 す た め の も の で あ っ て 、 上 記 新 気 導 入 口 ５ １ か ら 導 入
さ れ た 新 気 を シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク １ ２ 下 部 の ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に 導 く た め の 通 路 と し て も 利
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 本 発 明 の 特 徴 部 分 と し て 、 図 ２ に も 示 す よ う に 、 上 記 各 カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ の う
ち 、 空 間 １ ０ 内 に お い て 最 も チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 （ 図 １ で は 左 側 ） に 位 置 す る カ ム キ ャ ッ
プ ２ ３ の 反 チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 面 に は 、 空 間 １ ０ 内 に お い て 各 カ ム シ ャ フ ト ２ １ ， ２ ２ の
潤 滑 に 供 さ れ た オ イ ル の チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 へ の 流 出 を 堰 き 止 め る よ う に シ リ ン ダ ヘ ッ ド
１ ３ の 上 端 面 よ り 上 方 へ 突 出 す る 堰 ５ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 堰 ５ ２ の 上 端 部 に は 、 上
記 新 気 導 入 口 ５ １ か ら 空 間 １ ０ 内 に 導 入 さ れ た 新 気 の チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 へ の 流 量 を 調 整
す る 絞 り 通 路 ５ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 絞 り 通 路 ５ ３ は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー １ ４ の
内 面 と 堰 ５ ２ の 上 端 面 と の 間 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し た が っ て 、 上 記 実 施 例 １ で は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー １ ４ の 新 気 導 入 口 ５ １ か ら 空 間
１ ０ 内 に 導 入 さ れ た 新 気 は 、 空 間 １ ０ 内 の 最 も チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 に 位 置 す る カ ム キ ャ ッ
プ ２ ３ の 反 チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 面 に お い て シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ 上 端 面 よ り 上 方 へ 突 出 す る
堰 ５ ２ の 上 端 部 の 絞 り 通 路 ５ ３ に よ っ て 、 チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 へ の 流 量 が 調 整 さ れ る こ と
に な る 。 こ れ に よ り 、 空 間 １ ０ 内 の 新 気 の 流 れ の 大 半 が チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 に 導 か れ る こ
と が な く な っ て 円 滑 に チ ュ ー ニ ン グ さ れ る こ と に な り 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ の 新 気 導 入 口
５ １ か ら 導 入 さ れ た 新 気 が 各 オ イ ル 戻 し 孔 １ ６ お よ び チ ェ ー ン ケ ー ス ３ を 介 し て シ リ ン ダ
ブ ロ ッ ク １ ２ 下 部 の ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に 十 分 に 導 か れ 、 新 気 導 入 口 ５ １ か ら の 新 気 を エ ン
ジ ン １ 内 に 均 一 に 流 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し か も 、 新 気 導 入 口 ５ １ か ら の 新 気 が 空 間 １ ０ 内 で 均 一 に 流 れ る こ と に よ り 、 シ リ ン ダ
ヘ ッ ド カ バ ー １ ４ 内 に 満 遍 な く 新 気 が 導 か れ て 、 冷 間 時 な ど に シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー １ ４
内 面 に お い て 結 露 が 発 生 し 難 く な り 、 結 露 （ 凝 縮 水 ） と Ｎ Ｏ ｘ と の 反 応 に よ る 硝 酸 の 生 成
も 抑 制 さ れ て 、 オ イ ル 内 へ の 硝 酸 の 混 入 も 抑 え ら れ 、 オ イ ル の 寿 命 を 効 率 よ く 延 ば す こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ 内 に お い て 各 カ ム シ ャ フ ト ２ １ ， ２ ２ な ど の 潤 滑 に 供 さ れ
た オ イ ル の 大 半 は 、 最 も チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 に 位 置 す る カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ の 反 チ ェ ー ン ケ
ー ス ３ 側 面 に シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ３ 上 端 面 よ り 上 方 へ 突 出 す る 堰 ５ ２ に よ っ て チ ェ ー ン ケ ー
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ス ３ 側 へ 流 れ 込 む こ と な く 確 実 に 堰 き 止 め ら れ て 、 各 オ イ ル 戻 し 孔 １ ６ を 介 し て オ イ ル パ
ン １ ５ に 戻 さ れ る こ と に な り 、 チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 内 で の 大 量 の オ イ ル に よ る タ イ ミ ン グ チ
ェ ー ン ３ ３ の 回 転 フ リ ク シ ョ ン を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
  更 に 、 空 間 １ ０ 内 に お い て 最 も チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 に 位 置 す る カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ の 反 チ
ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 面 に 堰 ５ ２ を 設 け た こ と に よ っ て 、 カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ を 利 用 し て 堰 ５ ２
が 形 成 さ れ る こ と に な り 、 新 た に 形 成 す る 場 合 に 比 し て 安 価 に 堰 ５ ２ を 形 成 す る こ と が で
き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 実 施 例 ２ で は 、 本 発 明 に 係 わ る シ リ ン ダ ヘ ッ ド 構 造 を Ｄ Ｏ Ｈ Ｃ タ イ プ の Ｖ 型 エ ン ジ
ン に 適 用 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 例 で は 、 Ｖ 型 エ ン ジ ン ６ （ 以 下 、 単 に エ ン ジ ン と 称 す る ） は 、 シ リ ン
ダ ブ ロ ッ ク ６ １ の 上 部 に Ｖ 型 に 突 出 し た 一 対 の バ ン ク ６ ２ Ｌ ， ６ ２ Ｒ を 有 し て い る 。 各 バ
ン ク ６ ２ Ｌ ， ６ ２ Ｒ は 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ６ １ の 上 端 部 に 設 置 さ れ た シ リ ン ダ ヘ ッ ド ６ ３
Ｌ ， ６ ３ Ｒ と 、 そ の 上 端 に 取 り 付 け ら れ た シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー ６ ４ Ｌ ， ６ ４ Ｒ と を そ れ
ぞ れ 備 え て い る 。 上 記 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ６ １ の 下 側 に は ク ラ ン ク ケ ー ス ６ ５ が 取 り 付 け ら
れ て お り 、 上 記 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ６ １ 内 の 下 部 か ら ク ラ ン ク ケ ー ス ６ ５ の 内 部 に 亘 る 空 間
が ク ラ ン ク 室 ６ ６ と な っ て い る 。 ま た 、 こ の ク ラ ン ク ケ ー ス ６ ５ の 下 端 部 に は 、 オ イ ル パ
ン ６ ７ が 配 設 さ れ て い る と と も に 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト １ １ が 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
こ の 場 合 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ６ ３ Ｌ ， ６ ３ Ｒ と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー ６ ４ Ｌ ， ６ ４ Ｒ と の 間
に 空 間 ６ ０ Ｌ ， ６ ０ Ｒ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ６ ３ Ｌ ， ６ ３ Ｒ 上 に は 、 ク ラ ン ク シ ャ フ ト １ １ の 軸 線 方 向 所 定 間 隔
置 き に 吸 気 用 カ ム シ ャ フ ト ２ １ お よ び 排 気 用 カ ム シ ャ フ ト ２ ２ を 下 側 か ら そ れ ぞ れ 支 持 す
る 略 半 円 弧 状 の 軸 受 け 部 ６ ３ ａ ， ６ ３ ａ ， … が 設 け ら れ 、 こ の 各 軸 受 け 部 ６ ３ ａ に は 、 吸
気 用 カ ム シ ャ フ ト ２ １ お よ び 排 気 用 カ ム シ ャ フ ト ２ ２ を 上 側 か ら そ れ ぞ れ 個 別 に 支 持 す る
略 半 円 弧 状 の 軸 受 け 部 ２ ３ ａ を 有 す る カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ が 一 対 の ボ ル ト ２ ４ ， ２ ４ に よ り
締 結 さ れ て い る 。 そ し て 、 吸 気 用 カ ム シ ャ フ ト ２ １ お よ び 排 気 用 カ ム シ ャ フ ト ２ ２ は 、 シ
リ ン ダ ヘ ッ ド ６ ３ Ｌ ， ６ ３ Ｒ の 各 軸 受 け 部 ６ ３ ａ と 各 カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ の 軸 受 け 部 ２ ３ ａ
と に ベ ア リ ン グ を 介 し て そ れ ぞ れ 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 こ の エ ン ジ ン ６
の 一 側 （ 図 ３ で は 紙 面 手 前 側 ） に も 、 チ ェ ー ン ケ ー ス ３ が 取 り 付 け ら れ 、 こ の チ ェ ー ン ケ
ー ス ３ は 、 そ の 上 端 部 が 上 記 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ６ ３ Ｌ ， ６ ３ Ｒ と シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー ６ ４
Ｌ ， ６ ４ Ｒ と の 間 の 空 間 ６ ０ Ｌ ， ６ ０ Ｒ （ 以 下 、 単 に 空 間 と 称 す る ） の 一 側 に そ れ ぞ れ 連
通 し て い る と と も に 、 下 端 部 が ク ラ ン ク ケ ー ス ６ ５ の 下 部 に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
  そ し て 、 こ の エ ン ジ ン １ に も Ｐ Ｃ Ｖ 装 置 ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の Ｐ Ｃ Ｖ 装 置 ４ の オ イ
ル セ パ レ ー タ ４ １ の セ パ レ ー タ ケ ー ス ４ ２ は 、 シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ６ １ 上 の 各 バ ン ク ６ ２ Ｌ
， ６ ２ Ｒ 間 に 形 成 さ れ た 水 平 部 の 上 面 に ボ ル ト 止 め 等 の 手 段 に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る
。 こ の 場 合 、 ブ ロ ー バ イ ガ ス 導 入 ホ ー ス ４ ３ の 上 流 端 は 、 一 方 の バ ン ク ６ ２ Ｌ （ 図 ３ で は
左 側 の バ ン ク ） の シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー ６ ４ Ｌ に 開 口 し て い て 、 ク ラ ン ク 室 ６ ６ 内 に 吹 き
抜 け た ブ ロ ー バ イ ガ ス を 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ６ ３ Ｌ ， ６ ３ Ｒ お よ び シ リ ン ダ ブ ロ ッ ク ６ １ を
上 下 方 向 に 貫 通 す る 複 数 の オ イ ル 戻 し 孔 を 介 し て 抜 き 出 し て セ パ レ ー タ ケ ー ス ４ ２ 内 に 導
入 す る よ う に な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 上 記 他 方 の バ ン ク ６ ２ Ｒ の シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー ６ ４ Ｒ に は 、 エ ン ジ ン ６ 内 の 換
気 に 供 さ れ る 新 気 を 導 入 す る 導 入 口 と し て の 新 気 導 入 口 ７ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 新 気
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導 入 口 ７ １ か ら 空 間 ６ ０ Ｒ 内 に 導 入 さ れ た 新 気 は 、 各 オ イ ル 戻 し 孔 お よ び チ ェ ー ン ケ ー ス
３ を 介 し て ク ラ ン ク 室 ６ ６ 内 を 循 環 し て 上 記 ブ ロ ー バ イ ガ ス 導 入 ホ ー ス ４ ３ の 上 流 端 か ら
ブ ロ ー バ イ ガ ス と 共 に 排 出 さ れ 、 こ の ブ ロ ー バ イ ガ ス と 共 に 排 出 さ れ た 新 気 が セ パ レ ー タ
ケ ー ス ４ ２ お よ び ブ ロ ー バ イ ガ ス 排 出 ホ ー ス ４ ５ を 介 し て サ ー ジ タ ン ク に 導 入 さ れ る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 上 記 各 カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ の う ち 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ６ ３ Ｌ ， ６ ３ Ｒ 上 に お い て 最
も チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 （ 図 ３ で は 紙 面 手 前 側 ） に 位 置 す る カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ の 反 チ ェ ー ン
ケ ー ス ３ 側 面 に は 、 空 間 ６ ０ Ｌ ， ６ ０ Ｒ 内 に お い て 各 カ ム シ ャ フ ト ２ １ ， ２ ２ の 潤 滑 に 供
さ れ た オ イ ル の チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 へ の 流 出 を 堰 き 止 め る よ う に シ リ ン ダ ヘ ッ ド ６ ３ Ｌ ，
６ ３ Ｒ の 上 端 面 よ り 上 方 へ 突 出 す る 堰 ７ ２ Ｌ ， ７ ２ Ｒ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 各 堰 ７ ２ Ｌ
， ７ ２ Ｒ の う ち 、 新 気 導 入 口 ７ １ が シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー ６ ４ Ｒ に 設 け ら れ た 上 記 他 方 の
バ ン ク ６ ２ Ｒ 側 の 堰 ７ ２ Ｒ の 上 端 部 に は 、 上 記 新 気 導 入 口 ７ １ か ら 空 間 ６ ０ Ｒ 内 に 導 入 さ
れ た 新 気 の チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 へ の 流 量 を 調 整 す る 絞 り 通 路 ７ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の
絞 り 通 路 ７ ３ は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー ６ ４ Ｒ の 内 面 と 堰 ７ ２ Ｒ の 上 端 面 と の 間 に 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 し た が っ て 、 上 記 実 施 例 ２ で は 、 他 方 の バ ン ク ６ ２ Ｒ の シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー ６ ４ Ｒ の
新 気 導 入 口 ７ １ か ら 空 間 ６ ０ Ｒ 内 に 導 入 さ れ た 新 気 は 、 そ の 空 間 ６ ０ Ｒ 内 の 最 も チ ェ ー ン
ケ ー ス ３ 側 に 位 置 す る カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ の 反 チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 面 に お い て シ リ ン ダ ヘ ッ
ド ６ ３ Ｒ 上 端 面 よ り 上 方 へ 突 出 す る 堰 ７ ２ Ｒ の 上 端 部 の 絞 り 通 路 ７ ３ に よ っ て 、 チ ェ ー ン
ケ ー ス ３ 側 へ の 流 量 が 調 整 さ れ る こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 新 気 の 流 れ の 大 半 が チ ェ ー ン
ケ ー ス ３ 側 に 導 か れ る こ と が な く な っ て 円 滑 に チ ュ ー ニ ン グ さ れ る こ と に な り 、 シ リ ン ダ
ヘ ッ ド カ バ ー ６ ４ Ｒ の 新 気 導 入 口 ７ １ か ら 空 間 ６ ０ Ｒ 内 に 導 入 さ れ た 新 気 が 各 オ イ ル 戻 し
孔 お よ び チ ェ ー ン ケ ー ス ３ を 介 し て ク ラ ン ク ケ ー ス ６ ５ 内 の ク ラ ン ク 室 ６ ６ に 十 分 に 導 か
れ 、 新 気 導 入 口 ７ １ か ら の 新 気 を エ ン ジ ン ６ 内 に 均 一 に 流 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 空 間 ６ ０ Ｌ ， ６ ０ Ｒ 内 に お い て 各 カ ム シ ャ フ ト ２ １ ， ２ ２ な ど の 潤 滑 に 供 さ れ
た オ イ ル の 大 半 は 、 最 も チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 に 位 置 す る カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ の 反 チ ェ ー ン ケ
ー ス ３ 側 面 に シ リ ン ダ ヘ ッ ド ６ ３ Ｌ ， ６ ３ Ｒ 上 端 面 よ り 上 方 へ 突 出 す る 堰 ７ ２ Ｌ ， ７ ２ Ｒ
に よ っ て チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 へ 流 れ 込 む こ と な く 確 実 に 堰 き 止 め ら れ て 、 各 オ イ ル 戻 し 孔
を 介 し て オ イ ル パ ン ６ ７ に 戻 さ れ る こ と に な り 、 チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 内 で の 大 量 の オ イ ル に
よ る タ イ ミ ン グ チ ェ ー ン ３ ３ の 回 転 フ リ ク シ ョ ン を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
  更 に 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド ６ ３ Ｌ ， ６ ３ Ｒ 内 に お い て 最 も チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 に 位 置 す る カ
ム キ ャ ッ プ ２ ３ の 反 チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 面 に そ れ ぞ れ 堰 ７ ２ Ｌ ， ７ ２ Ｒ を 設 け た こ と に よ
っ て 、 カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ を 利 用 し て 堰 ７ ２ Ｌ ， ７ ２ Ｒ が 形 成 さ れ る こ と に な り 、 新 た に 形
成 す る 場 合 に 比 し て 安 価 に 堰 ７ ２ Ｌ ， ７ ２ Ｒ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 各 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 他 種 々 の 変 形 例 を 包 含
し て い る 。 例 え ば 、 上 記 実 施 例 ２ で は 、 ブ ロ ー バ イ ガ ス 導 入 ホ ー ス ４ ３ の 上 流 端 を 一 方 の
バ ン ク ６ ２ Ｌ の シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー ６ ４ Ｌ に 開 口 さ せ る と と も に 、 他 方 の バ ン ク ６ ２ Ｒ
の シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー ６ ４ Ｒ に 新 気 導 入 口 ７ １ を 設 け 、 こ の 新 気 導 入 口 ７ １ か ら 導 入 し
た 新 気 を 、 各 オ イ ル 戻 し 孔 お よ び チ ェ ー ン ケ ー ス ３ を 介 し て ク ラ ン ク 室 ６ ６ 内 を 循 環 し て
ブ ロ ー バ イ ガ ス 導 入 ホ ー ス ４ ３ の 上 流 端 か ら ブ ロ ー バ イ ガ ス と 共 に 排 出 す る よ う に し た が
、 双 方 の バ ン ク の シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー に そ れ ぞ れ 新 気 導 入 口 を 開 口 す る と と も に 、 ブ ロ
ー バ イ ガ ス 導 入 ホ ー ス の 上 流 端 を ク ラ ン ク ケ ー ス 内 の ク ラ ン ク 室 に 開 口 さ せ 、 各 バ ン ク の
新 気 導 入 口 か ら 導 入 さ れ た 新 気 が 、 ブ ロ ー バ イ ガ ス 導 入 ホ ー ス の 上 流 端 か ら ブ ロ ー バ イ ガ
ス と 共 に 排 出 さ れ る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 双 方 の バ ン ク の 堰 の 上 端 部 に そ れ
ぞ れ 絞 り 通 路 が 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 上 記 各 実 施 例 で は 、 最 も チ ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 に 位 置 す る カ ム キ ャ ッ プ ２ ３ の 反 チ
ェ ー ン ケ ー ス ３ 側 面 に 堰 ５ ２ ， ７ ２ Ｌ ， ７ ２ Ｒ を 設 け た が 、 最 も チ ェ ー ン ケ ー ス 側 に 位 置
す る カ ム キ ャ ッ プ に 一 体 的 に 堰 が 設 け ら れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 最 も チ ェ ー ン ケ
ー ス 側 に 位 置 す る カ ム キ ャ ッ プ を シ リ ン ダ ヘ ッ ド の 上 端 面 に 取 り 付 け る だ け で 堰 が 設 置 で
き 、 組 み 付 け 作 業 工 数 の 削 減 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 直 列 型 エ ン ジ ン の シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー お よ び チ ェ ー ン
ケ ー ス を 切 り 欠 い た 状 態 の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 じ く エ ン ジ ン を 最 も チ ェ ー ン ケ ー ス 側 に 位 置 す る カ ム キ ャ ッ プ よ り も チ ェ ー ン
ケ ー ス 寄 り で 切 断 し た 状 態 の 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る Ｖ 型 エ ン ジ ン を 最 も チ ェ ー ン ケ ー ス 側 に 位 置 す る カ ム キ
ャ ッ プ よ り も チ ェ ー ン ケ ー ス 寄 り で 切 断 し た 状 態 の 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１ 　 　 　 　 直 列 型 エ ン ジ ン （ エ ン ジ ン ）
１ ０       空 間
１ ３       シ リ ン ダ ヘ ッ ド
１ ４ 　 　 　 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー
２ ３ 　 　 　 カ ム キ ャ ッ プ
３ 　 　 　 　 チ ェ ー ン ケ ー ス
５ １ 　 　 　 新 気 導 入 口 （ 導 入 口 ）
５ ２ 　 　 　 堰
５ ３ 　 　 　 絞 り 通 路
６ 　 　 　 　 Ｖ 型 エ ン ジ ン （ エ ン ジ ン ）
６ ０       空 間
６ ３ Ｌ ， ６ ３ Ｒ
　 　 　     シ リ ン ダ ヘ ッ ド
６ ４ Ｌ ， ６ ４ Ｒ
　 　 　 　 　 シ リ ン ダ ヘ ッ ド カ バ ー
７ １       新 気 導 入 口 （ 導 入 口 ）
７ ２ Ｌ ， ７ ２ Ｒ
　 　 　 　 　 堰
７ ３ 　 　 　 絞 り 通 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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